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口
湾

山
口

湾
山

口
湾

山
口

湾
の ののの

干
潟

干
潟

干
潟

干
潟

を ををを
守 守守守

る るるる
会 会会会

（ （（（
藻

場
藻

場
藻

場
藻

場
・ ・・・

干
潟

保
全

活
動

支
援

事
業

干
潟

保
全

活
動

支
援

事
業

干
潟

保
全

活
動

支
援

事
業

干
潟

保
全

活
動

支
援

事
業
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2
1

年
度

か
ら

始
ま

っ
た

藻
場

・
干

潟
保

全
活

動
支

援
事

業
に

よ
り

、
干

潟
の

保
全

活
動

を
行

う
組

織
と

し
て

、
山

口
県

漁
協

山
口

支
店

と
椹

野
川

漁
協

の
組

合
員

を
中

心
に

構
成

さ
れ

た
「

山
口

湾
の

干
潟

を
守

る
会

」
が

新
た

に
立

ち
上

げ
ら

れ
ま

し
た

。

干
潟

を
守

る
会

で
は

、
今

後
５

年
間

の
ア

サ
リ

管
理

と
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
駆

除
の

干
潟

保
全

活
動

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

山
口

支
店

山
口

支
店

山
口

支
店

山
口

支
店

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る

干
潟

管
理

干
潟

管
理

干
潟

管
理

干
潟

管
理

／ ／／／
山

口
山

口
山

口
山

口
県 県県県

漁
協

山
口

支
店

漁
協

山
口

支
店

漁
協

山
口

支
店

漁
協

山
口

支
店

    

 
2

1
年

7
月

か
ら

保
全

活
動

と
し

て
、

被
覆

網
に

よ
る

ア
サ

リ
管

理
を

開
始

。
新

た
な

被
覆

網
も

設
置

し
て

、
ア

サ
リ

の
間

引

き
作

業
や

、
網

の
保

守
管

理
を

行
っ

て
い

ま
す

。
2

1
年

4
月

か
ら

１
１

月
ま

で
の

間
の

6
回

の
間

引
き

作
業

で
、

約
５

０
０

㎏

の
ア

サ
リ

が
収

穫
さ

れ
ま

し
た

。
今

後
、

被
覆

網
の

追
加

に
よ

る
漁

場
拡

大
で

、
ア

サ
リ

資
源

の
増

大
を

目
指

し
ま

す
。

    

                                    ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
の

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
の

駆
除

駆
除

駆
除

駆
除

／ ／／／
椹

野
川

漁
協

椹
野

川
漁

協
椹

野
川

漁
協

椹
野

川
漁

協
    

干
潟

を
守

る
会

の
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
駆

除
活

動
と

し
て

、
8

月
か

ら
1

0
月

ま
で

の
間

に
2

3
回

行
わ

れ
、

合
計

４
４

尾
の

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

を
駆

除
し

ま
し

た
。

ア
サ

リ
の

外
敵

で
あ

る
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
駆

除
を

行
う

こ
と

で
、

ア
サ

リ
資

源
の

回
復

を
応

援
し

て

い
き

ま
す

。
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カ

ブ
ト

ガ
ニ

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

カ
ブ

ト
ガ

ニ
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
カ

ブ
ト

ガ
ニ

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

カ
ブ

ト
ガ

ニ
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
取

組
取

組
取

組
取

組
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山
口

湾
の

カ
ブ

ト
ガ

ニ
産

卵
場

、
生

息
場

の
保

全
を

図
る

た
め

、
カ

ブ
ト

ガ
ニ

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

原
田

直
宏

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

）
を

中
心

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

平
成

2
1

年
度

は
、

9
月

5
日

に
3

7
人

の
参

加
者

で
カ

ブ
ト

ガ
ニ

幼
生

の
生

息

状
況

を
把

握
す

る
た

め
「

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
法

」
を

用
い

た
調

査
を

行
い

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
発

見
さ

れ
た

幼
生

は
、

長
浜

2
1

0
個

体
、
南

潟
1

3
個

体
の

計
2

2
3

個
体

で
、

平
成

1
8

年
の

調
査

開
始

以
降

で
最

も
少

な
い

結
果

で
し

た
。

 

ま
た

、
今

年
か

ら
山

口
大

学
で

も
カ

ブ
ト

ガ

ニ
幼

生
生

息
域

に
お

い
て

C
O

D
や

粒
度

な
ど

の
面

的
な

分
布

状
況

を
調

べ
た

ほ
か

、
高

精
度

な
G

P
S

を
用

い
て

干
潟

の
標

高
も

測
定

し
、

幼
生

の
生

息
環

境
に

つ
い

て
研

究
を

開
始

し

ま
し

た
。

来
年

度
以

降
も

継
続

す
る

予
定

で
す

。 

 

 

 発
行

日
：

平
成

2
2

年
3

月
 

事
務

局
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椹
野

川
河
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域

・
干

潟
自

然
再

生
協

議
会
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ニ
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レ
タ
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ニ
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ニ
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ュ
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タ

ー
は

、 、、、
椹

野
川

河
口

域
椹
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域
・ ・・・

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
干

潟
自
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再

生
協

議
会

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
干

潟
自

然
再

生
協

議
会

で ででで
話 話話話

し ししし
合 合合合

っ
た

っ
た

っ
た

っ
た

内
容

内
容

内
容

内
容

や ややや
自

然
再

生
自

然
再

生
自

然
再

生
自

然
再

生
の ののの

取
組

取
組

取
組

取
組

の ののの
状 状状状

況 況況況
な

ど
を

お
な

ど
を

お
な

ど
を

お
な

ど
を

お
知 知知知

ら
せ

す
る

も
の

で
す

ら
せ

す
る

も
の

で
す

ら
せ

す
る

も
の

で
す

ら
せ

す
る

も
の

で
す

。 。。。
平

成
平

成
平

成
平

成
2

1
2

1
2

1
2

1
年

度
年

度
年

度
年

度
の ののの

取
組

取
組

取
組

取
組

状
況

状
況

状
況

状
況

は ははは
以

下
以

下
以

下
以

下
の

と
お

り
で

す
の

と
お

り
で

す
の

と
お

り
で

す
の

と
お

り
で

す
。 。。。

    

実
施

日
 

内
 

 
 

 
 

 
 

容
 

4
月

 
2

4
日

 
山

口
湾

の
生

物
資

源
回

復
に

関
す

る
研

究
会

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

 

（
前

年
度

か
ら

継
続

 
8

月
ま

で
計

1
0

回
実

施
）

 

2
5

日
 

干
潟

耕
耘

実
証

試
験

（
耕

耘
、

被
覆

網
）、

干
潟

観
察

会
（

南
潟

）
 

詳
細

干
潟

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
春

季
：

南
潟

）
 

干
潟

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
南

潟
）：

目
視

調
査

（
以

降
毎

月
実

施
）

 
 

7
月

 
7

日
 

山
口

湾
の

干
潟

を
守

る
会

（
藻

場
・

干
潟

保
全

活
動

支
援

事
業

）
 

ア
サ

リ
管

理
（

南
潟

）：
間

引
き

、
被

覆
網

管
理

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

（
以

降
適

宜
実

施
）

 

9
日

 
詳

細
干

潟
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

夏
季

：
南

潟
）

 

8
月

 
2

1
日

 
山

口
湾

の
干

潟
を

守
る

会
（

藻
場

・
干

潟
保

全
活

動
支

援
事

業
）

 

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

駆
除

/椹
野

川
河

口
（

8
月

～
1

0
月

ま
で

2
3

回
実

施
）

 

9
月

 
5

日
 

カ
ブ

ト
ガ

ニ
幼

生
生

息
調

査
（

自
然

再
生

協
議

会
：

カ
ブ

ト
ガ

ニ
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

）
 

1
9

日
 

ア
サ

リ
浮

遊
幼

生
調

査
（

9
月

～
1

1
月

ま
で

5
回

実
施

）
 

1
0

月
 

2
日

 
詳

細
干

潟
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

秋
季

：
南

潟
）

 

1
2

月
 

3
日

 
詳

細
干

潟
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

冬
季

：
南

潟
）

 

2
月

 
1

3
日

 
椹

野
川

河
口

域
・

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
（

第
1

回
：

通
算

1
0

回
）
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平

成
平

成
平

成
平

成
2

1
2

1
2

1
2

1
年

度
年

度
年

度
年

度
の ののの

主 主主主
な ななな

取
組

取
組

取
組

取
組

＞ ＞＞＞
    

椹
野

川
に

お
け

る
良

好
な

河
口

干
潟

生
態

系
の

生
物

指
標

の
う

ち
、

代
表

的
な

も
の

は
ア

サ
リ

や
カ

ブ
ト

ガ
ニ

、
ア

マ
モ

場
で

あ
り

、
こ

れ
ら

の
生

息
・

生
育

環
境

の
再

生
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

 

平
成

2
1

年
度

は
、

南
潟

で
引

き
続

き
地

域
住

民
参

加
型

の
干

潟
耕

耘
や

被
覆

網
の

設
置

等
の

取
組

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

本
年

度
か

ら
は

、
山

口
県

漁
協

山
口

支
店

が
ア

サ
リ

管
理

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
、

ア
サ

リ
資

源
の

増
大

へ
向

け
た

積
極

的
な

取
組

が
始

ま
り

ま
し

た
。

 

椹
野

川
や

山
口

湾
全

体
の

取
組

と
し

て
は

、
調

査
研

究
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

活
動

の
一

環
と

し

て
、

山
口

湾
の

生
物

資
源

回
復

に
関

す
る

研
究

会
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
研

究
会

代
表

 
浮

田
正

夫
 

山
口

大
学

名
誉

教
授

）
が

、
平

成
2

1
年

1
月

か
ら

8
月

ま
で

、
計

1
0

回
開

催
さ

れ
、

積
極

的

な
意

見
交

換
を

も
と

に
、

今
後

の
自

然
再

生
へ

向
け

て
の

方
向

性
等

が
議

論
さ

れ
ま

し
た

。
 

ま
た

、
「

椹
野

川
河

口
域

・
干

潟
自

然
再

生
協

議
会

」
の

第
1

0
回

の
委

員
会

を
平

成
2

2
年

2

月
1

3
日

（
土

）
に

山
口

市
阿

知
須

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

、
約

4
0

名
の

参
加

者
で

委
員

公
募

、
2

1
年

度
の

成
果

と
2

2
度

の
活

動
予

定
に

つ
い

て
話

し
合

わ
れ

ま
し

た
。

 

          

※
 

資
料

の
公

開
方

法
 

 
協

議
会

で
公

開
さ

れ
た

資
料

及
び

議
事

要
旨

等
に

つ
い

て
は

、
椹

野
川

河
口

域
・

干
潟

自
然

再
生

協
議

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
h

tt
p

:/
/
e
c
o
.p

re
f.
y
a
m

a
g
u

c
h

i.l
g
.jp

/
fu

s
h

in
o
/
in

d
e
x
.h

tm
l）

で
公

開
し

て
い

ま
す

。
 

※
 

ご
意

見
・

ご
質

問
等

の
問

い
合

わ
せ

は
、

事
務

局
（

山
口

県
環

境
生

活
部

自
然

保
護

課
）

に
電

話
、

F
A

X
、

メ
ー

ル
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。 

T
E

L
 0

8
3

-
9

3
3

-
3

0
6

0
、

F
A

X
 0

8
3

-
9

3
3

-
3

0
6

9
、

E
-
m

a
il 

a
1

5
6

0
0

@
p
re

f.
ya

m
a
g
u

c
h

i.l
g
.jp

 
 制

作
・

発
行

：
環

境
省

 
中

国
四

国
地

方
環

境
事

務
所

 
〒

7
0

0
-
0

9
8

4
 

岡
山

県
岡

山
市

北
区

桑
田

町
1

8
-
2

8
 

 

№ №№№
6 666

    

椹
野

川
椹

野
川

椹
野

川
椹

野
川

河
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干
潟

河
口

干
潟

河
口

干
潟

河
口

干
潟

（ （（（
南

潟
南

潟
南

潟
南

潟
） ）））

で ででで
育 育育育

っ
た

っ
た

っ
た

っ
た

ア
サ

リ
ア

サ
リ

ア
サ

リ
ア

サ
リ

食 食食食
す すすす

！
！

！
！

！
！

！
！

    
椹

野
川

河
口

域
干

潟
自

然
再

生
協

議
会

が
設

立
（

平
成

1
6

年
8

月
）

後
、

約
 

5
年

が
経

過
し

、
産

学
官

民
一

体
の

も
と

で
、

様
々

な
干

潟
再

生
へ

向
け

た
取

組
 

が
な

さ
れ

て
き

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
よ

う
や

く
念

願
で

あ
っ

た
ア

サ
リ

を
干

潟
 

再
生

活
動

に
参

加
し

て
い

た
だ

い
た

皆
様

と
味

わ
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
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網
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覆
網
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網
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交

換
作
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引
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引
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作
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作
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れ
た

き
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た

き
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れ
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上
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ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
の

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
の

駆
除

駆
除

駆
除

駆
除

の ののの
様

子
様

子
様

子
様

子
    

カ
ブ

ト
ガ

ニ
の

カ
ブ

ト
ガ

ニ
の

カ
ブ

ト
ガ

ニ
の

カ
ブ

ト
ガ

ニ
の

幼
生

幼
生

幼
生

幼
生

    



＜ ＜＜＜
南

潟
南

潟
南

潟
南

潟
    

干
潟

干
潟

干
潟

干
潟

再
生

再
生

再
生

再
生

活
動

活
動

活
動

活
動

＞ ＞＞＞
    

平
成

2
1

年
度

は
、

4
月

2
5

日
に

地
域

住
民

の
み

な
さ

ま
で

、
ク

ワ
や

ス
コ

ッ
プ

を
利

用
し

て
人

力
で

約
3

,0
0

0
㎡

の
干

潟
を

耕
耘

し
ま

し
た

。
そ

の
後

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
と

し
て

底
生

生
物

や
底

質
な

ど
の

状
況

を
調

べ
ま

し
た

。
 

平
成

1
9

年
4

月
に

設
置

し
た

被
覆

網
区

（
3

年
目

）
で

は
、

昨
年

同
様

に
3

c
m

以
上

の
ア

サ
リ

が
高

い
密

度
で

生
息

し
、

殻
長

も
最

大
約

4
c
m

に
な

り
良

好
に

成
長

し
て

い
ま

し
た

。
ま

た
、

大
き

い
ア

サ
リ

を
定

期
的

に
間

引
き

す
る

こ
と

で
、

稚
貝

の
増

加
や

成
長

が
み

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

 

        
実

証
試

験
実

証
試

験
実

証
試

験
実

証
試

験
の ののの

様
子

様
子

様
子

様
子

    
    

干
潟

耕
耘

、
被

覆
網

の
設

置
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
参

加
し

た
子

供
達

を
対

象
に

干
潟

観
察

会
を

行
い

、
干

潟
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
 

         

ア
サ

リ
の

ア
サ

リ
の

ア
サ

リ
の

ア
サ

リ
の

間
引

間
引

間
引

間
引

き ききき
作

業
作

業
作

業
作

業
の ののの

様
子

様
子

様
子

様
子

    
    

耕
耘

後
に

は
、

被
覆

網
（

9
㎜

目
合

）
下

の
ア

サ
リ

が
大

き
く

な
り

過
密

状
態

に
な

っ
た

た
め

、
一

部
ア

サ
リ

の
間

引
き

作
業

を
行

い
ま

し
た

。
間

引
い

た
ア

サ
リ

は
、

参
加

し
た

み
な

さ
ま

で
分

け
て

持
ち

帰
り

ま
し

た
。

 

          

全
員

集
合

全
員

集
合

全
員

集
合

全
員

集
合

    

干
潟

再
生

活
動

は
、
椹

野
川

河
口

域
・

自
然

再
生

協
議

会
委

員
や

地
元

地
域

住
民

の
み

な
さ

ま
総

勢
1

1
4

名
で

行
い

ま
し

た
。

 

              

    

＜ ＜＜＜
山

口
湾

山
口

湾
山

口
湾

山
口

湾
の ののの

生
物

資
源

回
復

生
物

資
源

回
復

生
物

資
源

回
復

生
物

資
源

回
復

に ににに
関 関関関

す
る

す
る

す
る

す
る

研
究

会
研

究
会

研
究

会
研

究
会

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

＞ ＞＞＞
    

研
究

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

内
容

は
、

以
下

の
と

お
り

、
延

べ
4

4
名

の
方

々
に

ご
講

演
い

た
だ

き
、

毎
回

3
0

～
5

0
名

程
度

の

参
加

が
あ

り
ま

し
た

。
各

演
題

の
資

料
は

、
事

務
局

が
保

管
し

て
い

ま
す

の
で

、
興

味
の

あ
る

方
は

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

 

 

月
 

日
 

テ
ー

マ
 

演
 

題
 

演
 

者
 

第
1

回
 

(1
/2

4
) 

漁
業

の
推

移
と

現
状

 

�
 
周

防
灘

に
お

け
る

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
生

態
に

つ
い

て
 

山
口

県
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー
 

和
西

昭
仁

 

�
 
周

防
灘

に
お

け
る

小
底

漁
業

の
漁

獲
物

と
投

棄
魚

の
変

遷
 

山
口

県
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー
 

木
村

 
博

 

�
 
山

口
湾

の
生

物
資

源
研

究
会

と
研

究
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
計

画
に

つ
い

て
～

豊

か
な

里
海

の
再

生
の

た
め

に
明

ら
か

に
す

べ
き

課
題

～
 

山
口

大
学

名
誉

教
授

 
浮

田
正

夫
 

第
2

回
 

(2
/１ 4
) 

藻
場

・
干

潟
の

再
生

 

�
 
里

海
づ

く
り

・
東

京
湾

で
の

ア
マ

モ
場

再
生

活
動

を
例

に
し

て
 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
海

辺
つ

く
り

研
究

会
 

木
村

 
尚

 

�
 
ア

サ
リ

増
殖

の
考

え
方

と
事

例
 

株
式

会
社

東
京

久
栄

 
柿

野
 

純
 

椹
野

川
で

の
取

組

の
報

告
 

�
 
椹

野
川

河
口

域
の

平
成

２
０

年
度

の
取

組
状

況
 

山
口

県
自

然
保

護
課

 
福

本
寛

之
 

�
 
山

口
湾

（
南

潟
）

に
お

け
る

ア
サ

リ
の

動
向

に
つ

い
て

 
山

口
県

環
境

保
健

セ
ン

タ
ー

 
角

野
浩

二
 

�
 
平

成
2

0
年

度
住

民
参

加
型

自
然

環
境

調
査

活
動

報
告

 
株

式
会

社
東

京
久

栄
 

斉
藤

政
幸

 

�
 
住

民
参

加
型

ア
マ

モ
場

つ
く

り
の

取
組

に
つ

い
て

 
山

口
県

水
産

振
興

課
 

岡
田

浩
二

 

�
 
山

口
湾

の
カ

ブ
ト

ガ
ニ

生
息

状
況

 
山

口
カ

ブ
ト

ガ
ニ

研
究

懇
話

会
 

原
田

直
宏

 

第
3

回
 

(3
/3

1
) 

里
山

・
里

海
現

場
か

ら
の

報
告

 

�
 
里

山
と

人
々

の
暮

ら
し

 
椹

野
川

源
流

を
守

る
会

 
岡

 
秀

夫
 

�
 
今

、
森

林
は

 
山

口
中

央
森

林
組

合
 

吉
光

繁
明

 

�
 
里

海
の

思
い

出
と

身
近

な
環

境
の

変
化

 
二

島
農

協
 

下
瀬

善
弘

 

�
 
山

口
湾

に
お

け
る

漁
業

の
い

ま
む

か
し

 
山

口
県

漁
協

山
口

支
店

 
岩

本
和

美
、嘉

川
支

店
 

渡
邉

久

夫
、

山
口

県
自

然
保

護
課

 
山

野
 

元
 

�
 
人

と
自

然
の

共
生

 
山

口
県

立
大

学
 

安
渓

遊
地

 

第
4

回
 

(4
/2

4
) 

化
学

物
質

の
影

響
な

ど
 

�
 
山

口
県

に
お

け
る

化
学

物
質

汚
染

の
現

状
 

環
境

保
健

セ
ン

タ
ー

 
田

中
克

正
 

�
 
山

口
県

に
お

け
る

化
学

物
質

汚
染

の
現

状
～

そ
の

２
～

 
環

境
保

健
セ

ン
タ

ー
 

谷
村

俊
史

 

�
 
地

学
的

に
見

た
椹

野
川

流
域

 
株

式
会

社
東

建
ジ

オ
テ

ッ
ク

 
堀

田
政

則
 

�
 
水

域
に

お
け

る
化

学
物

質
汚

染
と

そ
の

影
響

に
つ

い
て

 
神

戸
大

学
院

海
事

科
学

研
究

科
 

岡
村

秀
雄

 

第
5

回
 

(5
/2

3
) 

地
球

ス
ケ

ー
ル

か
ら

見
た

山
口

湾
 

�
 
山

口
湾

の
野

鳥
（

渡
り

鳥
に

と
っ

て
の

山
口

湾
の

重
要

性
）

 
日

本
野

鳥
の

会
山

口
県

支
部

 
原

田
量

介
 

�
 
一

次
生

産
に

及
ぼ

す
鉄

な
ど

の
微

量
元

素
の

影
響

 
県

立
広

島
大

学
 

内
藤

佳
奈

子
 

�
 
海

の
生

産
性

と
微

量
元

素
類

の
関

係
に

つ
い

て
 

広
島

大
学

生
物

生
産

学
部

 
長

沼
  

毅
 

第
6

回
 

(6
/6

) 
濁

り
の

問
題

を
考

え
る

 

�
 
農

地
管

理
の

変
化

と
濁

り
水

の
排

出
の

関
係

に
つ

い
て

 
山

口
大

学
農

学
部

 
深

田
三

夫
 

�
 
椹

野
川

の
治

水
・

利
水

・
砂

防
の

変
遷

に
つ

い
て

 
山

口
県

河
川

課
 

野
稲

 
誠

 

�
 
椹

野
川

か
ら

の
微

細
S

S
の

供
給

と
そ

の
影

響
に

つ
い

て
 

山
口

大
学

名
誉

教
授

 
浮

田
正

夫
 

�
 
有

明
海

に
お

け
る

底
質

細
泥

化
と

河
川

か
ら

の
供

給
 

山
口

大
学

工
学

部
 

山
本

浩
一

 

第
7

回
 

(7
/1

8
) 

水
質

お
よ

び
基

礎
生

産
量

の
変

化
 

�
 
山

口
湾

・
周

防
灘

の
水

質
変

化
と

そ
の

要
因

 
山

口
県

環
境

政
策

課
 

藤
本

貴
行

 

�
 
周

防
灘

の
浅

海
定

線
デ

ー
タ

の
解

析
（

気
象

・
海

象
条

件
の

変
化

）
 

山
口

県
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー
 

和
西

昭
仁

 

�
 
周

防
灘

に
お

け
る

ア
サ

リ
幼

生
の

移
動

と
分

布
 

水
産

総
合

研
究

ｾ
ﾝﾀ

ｰ
瀬

戸
内

海
水

産
研

究
所

 
手

塚
尚

明
 

�
 
瀬

戸
内

海
に

お
け

る
基

礎
生

産
量

を
め

ぐ
る

問
題

に
つ

い
て

 
香

川
大

学
 

多
田

邦
尚

 

第
8

回
 

(7
/3

1
) 

改
善

対
策

ほ
か

 
 

そ
の

１
 

�
 
椹

野
川

に
お

け
る

内
水

面
漁

業
に

つ
い

て
 

椹
野

川
漁

協
 

田
中

 
実

 

�
 
ア

マ
モ

場
の

造
成

技
術

の
現

状
に

つ
い

て
 

広
島

県
環

境
保

健
協

会
 

平
岡

喜
代

典
 

�
 
山

口
県

に
お

け
る

ア
サ

リ
資

源
回

復
と

ア
サ

リ
人

工
種

苗
生

産
の

状
況

 
山

口
県

水
産

研
究

セ
ン

タ
ー

 
多

賀
 

茂
 

�
 
山

口
湾

に
お

け
る

藻
場

・
干

潟
の

再
生

事
業

の
評

価
に

つ
い

て
 

株
式

会
社

東
京

久
栄

 
高

月
邦

夫
 

第
9

回
 

(8
/8

) 

改
善

対
策

ほ
か

 
 

そ
の

2
 

�
 
阿

知
須

干
潟

に
お

け
る

魚
礁

効
果

に
つ

い
て

 
葉

山
土

木
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

 
伊

藤
浩

文
 

�
 
山

口
県

の
水

産
行

政
に

つ
い

て
～

沿
岸

漁
業

を
中

心
と

し
て

～
 

山
口

県
水

産
振

興
課

 
今

井
 

厚
 

�
 
森

林
・

林
業

の
現

状
と

課
題

 
山

口
県

森
林

企
画

課
 

金
子

省
一

 

�
 
流

砂
系

問
題

の
全

国
的

な
取

り
組

み
及

び
今

後
の

課
題

に
つ

い
て

 
中

国
地

方
整

備
局

 
板

屋
英

治
 

第
1

0
回

 
(8

/2
1

) 
総

合
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
 

�
 
椹

野
川

の
今

と
昔

 
椹

野
川

漁
協

 
德

永
義

光
 

�
 
生

態
系

に
配

慮
し

た
川

づ
く

り
 

九
州

大
学

 
島

谷
幸

宏
 

�
 
沿

岸
お

よ
び

河
川

の
生

物
の

生
態

に
つ

い
て

 
徳

島
大

学
 

浜
野

龍
夫

 

�
 
沿

岸
水

産
資

源
の

衰
退

と
森

里
海

連
環

 
京

都
大

学
名

誉
教

授
 

田
中

 
克

 

�
 
農

業
の

文
化

と
環

境
倫

理
－

環
境

へ
の

加
害

者
：

現
代

農
業

を
ど

う
す

る
か

－
 

鳥
取

大
学

名
誉

教
授

 
津

野
幸

人
 

�
 
総

合
討

論
 

研
究

会
世

話
人

 
浮

田
正

夫
、

関
根

雅
彦

、
山

野
元

 

                                            

研
究

会
代

表
研

究
会

代
表

研
究

会
代

表
研

究
会

代
表

    
浮

田
先

生
浮

田
先

生
浮

田
先

生
浮

田
先

生
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
    

生
物

多
様

性
、

自
然

共
生

の
面

で
、

日
本

の
里

山
・

里
海

の
知

恵
を

、
い

ま
は

既
に

昔
の

姿
で

は
な

く
な

っ
て

い
ま

す
が

、
世

界
に

発
信

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
研

究
の

成
果

が
少

し
で

も
そ

う
い

う
面

で
貢

献
で

き
れ

ば
望

外
の

喜
び

で

す
。

下
記

は
、

我
々

の
椹

野
川

・
山

口
湾

の
取

組
に

ち
な

み
、

本
研

究
会

で
得

ら
れ

た
知

見
も

参
考

に
し

て
、

小
生

が
作

詞
作

曲

し
た

『
椹

野
川

賛
歌

椹
野

川
賛

歌
椹

野
川

賛
歌

椹
野

川
賛

歌
♪ ♪♪♪

』 』』』
の

一
部

で
す

。
 

 
 仁 仁仁仁仁 仁仁仁

保 保保保保 保保保
の のののの ののの

清 清清清清 清清清
流 流流流流 流流流

        
カ カカカカ カカカ

ジ ジジジジ ジジジ
キ キキキキ キキキ

鳴 鳴鳴鳴鳴 鳴鳴鳴
き きききき ききき

        
ゲ ゲゲゲゲ ゲゲゲ

ン ンンンン ンンン
ジ ジジジジ ジジジ

ボ ボボボボ ボボボ
タ タタタタ タタタ

ル ルルルル ルルル
の のののの ののの

大 大大大大 大大大
乱 乱乱乱乱 乱乱乱

舞 舞舞舞舞 舞舞舞
        

干 干干干干 干干干
潟 潟潟潟潟 潟潟潟
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